
一般社団法人岐阜県歯科技工士会

13：30～16：30 生涯研修基本研修課程

講師 鬼頭  寛之  先生

日本歯科技工士会認定講師

CURA ESTHETIC DENTAL CENTER 代表

愛知県歯科技工士会所属

教養課程 「Labo Sideにおけるデジタルツールの活用法と提案」

「クオリティと効率を考慮したセラミック修復」専門課程

昨今デジタルツールの発展とともにラボサイドでは一般的となった。ただ単に最終補綴装置の製
作のみならず、診断や様々なガイドなどをアナログ技工の時と比較すると格段に正確に製作する
事が可能となった。またそれらの作製に至るまでには歯科医師とのコミュニケーションはもとよ
り、ラボ内での共通知識や、認識が必要となる。今回私の内容は様々な補綴装置作製のポイント
と共に歯科医師とのコミュニケーションラボサイドでの考え方の一連の流れを紹介する。

昨今、CAD/CAMの普及により、補綴設計やマテリアルセレクションを大幅に変化している。ジ
ルコニアも様々な透過性の種類が登場し、色調再現でもレイヤリング法、ステイン法が存在する。
レイヤリング法においては、匠の技を有し作製難易度は高く審美性も最も高い。反面、ステイン
法においてはレイヤリング法に比べると作製難易度は低くはなるが、審美性においては症例を選
ぶ必要がある。今回、私が紹介するマイクロレイヤリング専用陶材は、両手法のメリットを掛け
合わせたシステムであり新しい手法である。材料の特徴、フレームワークステイン材など様々な
ポイントを解説するとともに、弊社での様々な臨床例とともに解説をする。
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会場：岐阜県図書館 2F特別会議室（Zoom配信あり）

〒500-8368 岐阜市宇佐4丁目2-1

受講料：日技会員無料
学  生  無  料
非会員5,000円

申込締切7/22(水)

お申込み・お問合せ

岐阜県歯科技工士会事務局

TEL 058-273-0106

E-mail gifukengi@khf.biglobe.ne.jp

お申込フォーム
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